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設計の枠組みについて













The framework（fundamental view）for designing is “（1）input - （2）processing - （3）output”. 
If levels are decided according to design phases, the idea which was consistent from the upper 
stream to the lower stream by the same framework can describe these. The important point 
is that this framework serves as “a spiral repetition”. Moreover, it is important to clarify and 
document an interface control drawing（ICD）.






















































































































































































　　Ａ）データ中心アプローチ （DOA：Data Oriented Approach）
　　Ｂ）プロセス中心アプローチ （POA：Process Oriented Approach）
　本論文は、設計の枠組みを提案するものであり、「②処理」の詳細内容については立入らない。
設計の枠組みについて





















































































































で、MECE（ミッシーなどと読む：Mutually Exclusive and Collectively Exhaustive、マッキンゼー社が提唱）という
用語がある。しかし、ことさら新しい概念ではないと筆者は考えている。
付録：
［1］PDCA（Plan, Do, Check, Act）サイクルの用語について
－ 8 －
　　 品質マネジメントシステム（Quality Management System）の国際規格ISO 9001（日本工業規格：JIS Q 9001（品質
マネジメントシステム規格））では、「継続的改善」としてPDCA（Plan, Do, Check, Act）サイクルが用いられている。
　　我が国における多くの本などで、次のＡの原語が示されている。
　　　　PDCA（Plan（計画）‒ Do（実施）- Check（評価）- “Action”（調整・改善））
　　しかし、以下の二つの理由から A＝Act と動詞にした方が好ましいと考える。
　　なお、繰返しとなるが、「誤り」というのではなく「好ましい」の意味である。その点では、併記がよいと考える。













　日本語検索サイトだと、２とおりの説明（act, action）がある。ただし、Deming ＋ PDCA で英語サイトを検索すると、
act が検索される。
　日本では、アクションという用語の方が映画撮影などで多く使われており、Actionが使用されていると考える。
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do
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check
参考：http://www.atmarkit.co.jp/aig/04biz/pdca.html
